
７
助
詞
（
Ｐ
妬
〜
別
）

確
認
問
題

川
①
ウ
②
イ
②
①
エ
②
ウ

③
①
イ
②
エ
側
①
ア
②
 
ア

⑪
イ
②
エ
⑧
ア

Ⅷ
イ
⑤
ア
⑥
ウ

解
説

⑤
「
雨
の
降
る
日
」
の
「
の
」
は
「
が
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１

ｊ

ｌ
ウ
②
ア
③
イ
Ⅱ
イ

ー５
ウ
⑥
ア
ｍ
ア
⑧
イ

解
説②

確
定
の
順
接
。
③
仮
定
の
逆
接
。
側
確
定
の
逆
接
。

⑥
仮
定
の
順
接
。
ｍ
仮
定
の
順
接
。
⑧
確
定
の
逆
接
。

⑪
ウ
②
イ

③
ア
側
エ

解
説

②
反
語
と
は
、
上
の
語
句
を
受
け
て
文
末
を
疑
問
の
形
で
結
び
、
相
手
に
問

い
か
け
る
表
現
に
よ
っ
て
、
上
の
語
句
の
意
味
を
強
く
打
ち
消
す
表
現
の
方

法
で
す
。

１１
ウ
②
イ
③
ア

』４
ウ
⑤
イ
⑥
ア

解
説

川
・
側
そ
れ
ぞ
れ
、
「
泳
ぐ
こ
と
」
、
「
私
の
も
の
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
．
⑥
そ
れ
ぞ
れ
、
「
母
親
が
」
、
「
人
通
り
が
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

画
仙
オ
②
キ
⑧
ウ

帥
ア
⑤
エ
⑥
力

回
⑪
ア
・
イ
②
ウ
・
エ

解
説

⑪
例
文
と
ア
・
イ
の
「
な
が
ら
」
は
、
「
〜
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
と
い
う
意

味
を
表
す
（
確
定
の
逆
接
）
接
続
助
詞
で
す
。

②
例
文
と
ウ
・
エ
の
「
な
が
ら
」
は
、
動
作
の
並
行
を
表
す
接
続
助
詞
で
す
。

臼
仙
イ
②
エ
③
ア
伽
ウ

ヨ
川
ア
②
イ
③
ウ

練
成
問
題

山
イ
・
エ
・
力

解
説イ

・
エ
・
力
は
、
い
ず
れ
も
確
定
の
順
接
（
原
因
・
理
由
）
を
表
す
接
続
助
詞

で
す
。
接
続
助
詞
「
か
ら
」
は
、
イ
や
力
の
よ
う
に
用
言
の
終
止
形
、
エ
の
よ

う
に
助
動
詞
の
終
止
形
に
接
続
し
ま
す
。

ァ
・
ウ
・
オ
は
、
い
ず
れ
も
起
点
を
表
す
格
助
詞
で
す
。
格
助
詞
「
か
ら
」

は
、
ア
の
よ
う
に
体
言
に
準
ず
る
こ
と
を
示
す
格
助
詞
「
の
」
、
ウ
や
オ
の
よ

う
に
体
言
、
「
宿
題
が
済
ん
で
か
ら
遊
ぶ
」
の
よ
う
に
接
続
助
詞
「
て
（
で
）
」

に
接
続
し
ま
す
。

２
イ
・
エ
・
キ

解
説イ

は
確
定
の
順
接
（
｜
般
条
件
）
を
表
す
接
続
助
詞
、
エ
は
仮
定
の
順
接
を
表

す
接
続
助
詞
、
キ
は
確
定
の
順
接
を
表
す
接
続
助
詞
で
す
。
接
続
助
詞
「
と
」

は
、
イ
や
キ
の
よ
う
に
用
言
の
終
止
形
、
エ
の
よ
う
に
助
動
詞
の
終
止
形
に
接

続
し
ま
す
。
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ア
・
オ
は
結
果
を
表
す
格
助
詞
、
ウ
は
引
用
を
表
す
格
助
詞
、
力
は
並
立
を

表
す
格
助
詞
で
す
。
格
助
詞
「
と
」
は
、
ァ
・
オ
・
力
の
よ
う
に
体
言
、
ウ
の

よ
う
に
文
に
接
続
し
ま
す
。

ウ
・
オ
・
力

解
説ウ

は
並
立
を
表
す
接
続
助
詞
、
オ
は
確
定
の
逆
接
を
表
す
接
続
助
詞
、
力
は

単
純
な
接
続
を
表
す
接
続
助
詞
で
す
。
接
続
助
詞
「
が
」
は
、
ウ
の
よ
う
に
用

言
の
終
止
形
、
オ
・
力
の
よ
う
に
助
動
詞
の
終
止
形
に
接
続
し
ま
す
。

ア
・
イ
・
工
は
、
い
ず
れ
も
格
助
詞
の
「
が
」
で
す
。
格
助
詞
「
が
」
は
、

ア
・
イ
の
よ
う
に
体
言
、
エ
の
よ
う
に
体
言
に
準
ず
る
こ
と
を
示
す
格
助
詞

「
の
」
、
「
や
っ
て
み
る
が
良
い
」
の
よ
う
に
用
言
の
連
体
形
、
「
や
っ
て
み
せ
る

が
良
い
」
の
よ
う
に
助
動
詞
の
連
体
形
に
接
続
し
ま
す
。

エ
・
オ
・
キ

解
説

は
っ
お
ん
び
ん

接
続
助
詞
「
て
」
の
濁
音
形
「
で
」
は
、
エ
や
キ
の
よ
う
に
擬
音
便
や
、
オ

の
よ
う
に
イ
音
便
に
接
続
し
ま
す
。

ア
は
手
段
を
表
す
格
助
詞
、
イ
は
場
所
を
表
す
格
助
詞
、
ウ
・
力
は
原
因
・

理
由
を
表
す
格
助
詞
で
す
。
格
助
詞
「
で
」
は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
主
に
体

言
に
接
続
し
ま
す
。

伽
エ
②
ア
③
エ

側
エ
⑤
エ
⑥
ア

ー７
ウ
⑧
エ
側
エ

ｉ解
説

⑪
例
文
と
エ
の
「
の
」
は
体
言
に
準
ず
る
こ
と
を
表
す
格
助
詞
で
す
。
ァ
と

ウ
は
連
体
修
飾
語
を
表
す
格
助
詞
、
イ
は
部
分
の
主
語
を
表
す
格
助
詞
で
す
。

②
例
文
と
ア
の
「
に
」
は
目
的
を
表
す
格
助
詞
で
す
。
イ
は
場
所
を
表
す
格

助
詞
、
ウ
は
時
間
を
表
す
格
助
詞
、
エ
は
受
け
身
に
お
け
る
動
作
の
出
所
を

表
す
格
助
詞
で
す
。

⑧
例
文
と
エ
の
「
な
が
ら
」
は
「
〜
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
と
い
う
意
味
を
表

す
（
確
定
の
逆
接
）
接
続
助
詞
で
す
。
ア
と
イ
と
ウ
は
動
作
の
並
行
を
表
す
接

続
助
詞
で
す
。

叩
例
文
と
エ
の
「
ば
か
り
」
は
限
定
を
表
す
副
助
詞
で
す
。
ア
は
動
作
が
完

了
し
て
間
も
な
い
状
態
を
表
す
副
助
詞
、
イ
は
今
に
も
し
そ
う
で
あ
る
状
態

を
表
す
副
助
詞
、
ウ
は
だ
い
た
い
の
程
度
を
表
す
副
助
詞
で
す
。

⑤
例
文
と
エ
の
「
さ
え
」
は
限
定
を
表
す
副
助
詞
。
ァ
と
イ
と
ウ
は
類
推
を

表
す
副
助
詞
で
す
。

⑥
例
文
と
ア
の
「
か
ら
」
は
確
定
の
順
接
を
表
す
接
続
助
詞
で
す
。
イ
と
ェ

は
原
因
・
理
由
を
表
す
格
助
詞
、
ウ
は
起
点
を
表
す
格
助
詞
で
す
。

ｍ
例
文
と
ウ
の
「
と
」
は
結
果
を
表
す
格
助
詞
、
ア
は
共
同
の
相
手
を
表
す

格
助
詞
、
イ
は
確
定
の
順
接
を
表
す
接
続
助
詞
、
エ
は
引
用
を
表
す
格
助
詞

で
す
。

⑧
例
文
と
エ
の
「
が
」
は
確
定
の
逆
接
を
表
す
接
続
助
詞
で
す
。
ァ
は
並
立

を
表
す
接
続
助
詞
、
イ
は
単
純
な
接
続
を
表
す
接
続
助
詞
、
ウ
は
主
語
を
表

す
格
助
詞
で
す
。

側
例
文
と
エ
の
「
で
」
は
接
続
助
詞
で
す
。
ア
は
材
料
を
表
す
格
助
詞
、
イ

は
手
段
を
表
す
格
助
詞
、
ウ
は
原
因
・
理
由
を
表
す
格
助
詞
で
す
。
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